



The Web survey form interface of Nutritional Guidance
















































































































































































チェックボックス（Check box, Tick box）は，いくつかある選択
肢から 1 つ以上の複数の項目を選択するのに使われる。四角の中が
空白に表示される形式である。チェックボックスの隣にはその説明
文が付与される。該当する場所へマウスを移動し左ボタンをクリッ
クする。四角の中にチェ
ックマークが表示される。
しかし，Excel の形式
でエクスポートを行うと，
一つのセルに複数の回答
が入るために集計処理の
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手間がかかる。そのままでは，SPSS にかけることができないので，後述するグリッドによる
質問の方が後の処理が楽になる。
５・６．スケール
気持ちの強さなどを段階的に表
現したものである。
ラジオボタンほどではないが，
クリックミスをやや誘発しやすい。
そのため，この質問は必
須にチェックするのが望
ましい。
５・７．グリッド
複雑な質問をコンパクト
にすることができる。た
だし，質問作成に工夫が
必要となる。
ラジオボタンほどではな
いが，クリックミスをや
や誘発しやすい。そのた
め，この質問は必須にチ
ェックするのが望ましい。
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５・８．データの出力形式（Excel）
Google ドキュメントから，Excel 形式でエクスポートすることが可能になっており、現行で
は 97-2003 の形式で互換性に配慮されている。
６．おわりに
Google ドキュメントを導入することによって，Web アンケートの構築が簡単になった。し
かし、無料であるために予告なく仕様やインターフェイスが変更になる，アンケートを構築す
る時は専用ブラウザでしか動作保証がない，などの制限がある。これまでの紙ベースや Excel
によるアンケート方法よりも，データ処理の作業負担が大幅に軽減できた。評価結果によって，
受講者が指導教材に不足している点を充分理解し改善活動へ展開すること，教授法の問題点を
改善することで，次のステップへと展開が容易になると考えられる。今後は，これらの処理の
連携をさらにスムーズに流れるように工夫を検討したい。
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